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議会報告会実施報告書（議長報告用） 

開 催 日 時 令和５年１１月８日（水） １８：００～１８：３０ 

開 催 場 所 吉井田支所 ２階大会議室 

出 席 議 員 及 び 

役 割 分 担 

班 長：根本 雅昭 副班長：山田 裕 

司 会：山田 裕 

報告者：(総  務)浦野 洋太朗、 （文教福祉)大平 洋人 

(経済民生)白川 敏明、  （建設水道)尾形 武 

(複合市民施設に関する調査特別委員会)佐原 真紀 

受 付：小野 京子 

記録者：佐原 真紀 

参 加 人 数 １１人 

議 会 報 告 会 の 

報告に対する質疑 

報告に対する質疑ついては、意見交換会にて伺っているため、 

「意見交換会の概要」に併せて記載しております。 

 

令和５年１１月２４日 

 

福島市議会議長 様 

 

上記のとおり報告します。 

議会報告会  ３ 班  班長       根本 雅昭   
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意見交換会実施報告書（議長報告用） 

開 催 日 時 令和５年１１月８日（水） １８：３０～１９：１５ 

開 催 場 所 吉井田支所 ２階大会議室 

出 席 議 員 及 び 

役 割 分 担 

座 長：根本 雅昭 

司 会：山田 裕 

班 員：浦野 洋太朗 大平 洋人 白川 敏明 尾形 武 

小野 京子 佐原 真紀 

記録者：佐原 真紀 

参 加 人 数 １１人 

 

意見交換会の概要 

Q1. 子宮頸がんワクチンの安全性や副作用について、科学的根拠を明確に

して欲しい。  

A1. 正確な情報を対象者以外にも広く発信できる様、保健所にも伝える。 

 

Q2. デジタルクーポンについて、使えない人にも考慮して欲しい。 

A2. ご意見として承る。  

 

Q3. デジタルとアナログの費用対効果を明確にして欲しい。  

A3. デジタルありきではなく、費用対効果等を考慮してまいりたい。  

 

Q4. 不登校対策のために、スクールソーシャルワーカーの増員や民生児童

委員並びに保護者との連携等、対策を強化して欲しい。  

A4. 取り組んでいる所ではあるが、ご意見として承る。 

 

Q5. 餞別をもらっている職員がいるが、その認識は。  

A5. 認識していないが、ご意見として承る。  

 

Q6. 議会だよりに賛否を掲載して欲しい。  

A6. 新議場移転後から、その様に検討している。 

 

Q7. 議会報告会のオンライン化等、デジタルを活用した施策を一層検討し

ては。  

A7. 議会報告会のオンライン化については検討しているが、その他のデジ

タル活用についても、引き続き取り組んでまいりたい。 

 

Q8. メガソーラーについて、景観を損なっていると感じる。 

A8. ノーモアメガソーラー宣言もあり、景観を損ねる設置は今後しないよ

う対応している。 
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Q9. 資料の中での横文字が多いので、分かりやすくして欲しい。  

A9. 注釈を付ける等、分かりやすい広報に努めてまいる。 

 

Q10. 市が取り組んでいるにも関わらず、ゴミが減らないのはなぜか。  

A10. ゴミ減量化大作戦を行い少しずつ減ってはいるが、引き続き取り組

んでまいりたい。 

 

令和５年１１月２４日 

 

福島市議会議長 様 

 

上記のとおり報告します。 

議会報告会   ３ 班  班長      根本 雅昭   
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議会報告会実施報告書（議長報告用） 

開 催 日 時 令和５年１１月１５日（水） １４：００～１５：１５    

開 催 場 所 松川支所２Ｆ 

出 席 議 員 及 び 

役 割 分 担 

班 長：沢井和宏       副班長：高木直人 

司 会：高木直人 

報告者：(総   務) 菅原美智子 、（文教福祉) 石原洋三郎 

(経済民生) 七島奈緒  、（建設水道) 斎藤正臣 

(複合市民施設に関する調査特別委員会) 真田広志 

記録者： 佐々木優   マイク 渡辺敏彦 

参 加 人 数 １１人 

議 会 報 告 会 の 

報告に対する質疑 

報告に対する質疑ついては、意見交換会にて伺っているため、 

「意見交換会の概要」に併せて記載しております。 

 

令和５年１１月１７日 

 

福島市議会議長 様 

 

上記のとおり報告します。 

議会報告会  ４ 班  班長   沢井和宏   
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意見交換会実施報告書（議長報告用） 

開 催 日 時 令和５年１１月１５日（水）１４：００ ～ １５：１５    

開 催 場 所 松川支所２Ｆ 

出 席 議 員 及 び 

役 割 分 担 

座 長：沢井和宏 

司 会：高木直人 

班 員：渡辺敏彦 真田広志 石原洋三郎 

斎藤正臣 菅原美智子 七島奈緒 

 

記録者：佐々木優 

参 加 人 数 １１人 

意見交換会の概要 

Q１：松川の義務教育学校について資料にある改築事業について新たな事

業なのかどうか内容を教えてほしい。 

A１：３年計画で行う事業で経過の報告が文教福祉の分科会で行われた。 

 

Q２：税金を滞納すると督促状が来て差し押さえとなる。勤務先の給料か

ら差し引かれる。払えない場合は市と相談をしながら払うしかない。

一方で東口の再開発はどんどん膨れ上がり２５０億円。すぐに何億も

上がる。再開発に反対しても使われてしまう。明石市では生理用品の

設置を２４０万円で実施している。税金は市民の幸せのために使うべ

き。沢山の税金を使う事業であれば市民に使い方の説明をしてほし

い。 

A２：資材の高騰で税金をどれだけ投入するのか不透明。議会で議論すべ

き。 

 

Q３：議案１２０号「大規模太陽光発電施設の設置に対する法整備等を求

める意見書」について「ノーモアメガソーラー宣言」との関連につい

て教えてほしい 

A３：ノーモアメガソーラー宣言は設置拒否ができる法的根拠がないため、

国へ法律の改善を求める意見書を議会として提出した。 

 

Q４：太陽光発電で景観が損なわれる。リサイクルの問題もある。議会と

しても太陽光発電に対して慎重に考えてほしい。 

A４：経営破綻した場合の対応についても法整備してほしいと意見書に入

れた。国県にしっかりもの申していく。 

 

Q５：水原パイロットへの農村漁村再エネ法が令和５年で完了。福島市に

４３５０万円の基金として売電収入が入る。使い方を全体に行き渡る

ようにしてほしい。産廃事業者の進出の話もある。県、市、事業者が
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米沢市のような協定を結んではどうか。 

A５：今後協議していく。 

 

Q６：議会広報について読んでみたが、ただ聞いてただ答えるという内容

に感じる。議員の「こう変えてはどうか」に対して当局が「どこまで

できていてこういう課題がある」という内容だとわかりやすい。聞き

方、紙面での見せ方について工夫が必要ではないか。 

A６：これまでも工夫をしてきたが、今後も広報委員会で相談していく。 

 

Q７デジタルクーポンをやってみた。スマホに慣れているが、とてもめん

どうだった。スマホが無い人は諦めろと言うこと。税の公平性はどこ

にいったのか。税金の使い方が間違えている。デジタルクーポンで税

金は払えないとのこと。 

A７：デジタル化を推進するための事業となっており、スマホが無い人は

お子さんにシリアルナンバーを譲る方法もある、という当局答弁だっ

た。 

 

Q８：市政だより１１月号で多文化共生のことが掲載されていた。文化、

人種、宗教の違いは実際相互理解がむずかしいと感じる。 

A８：多様性、人権意識の醸成が大事。子どもは学校教育の中で理解が進

んでいるが大人の理解増進はむずかしいところがあると感じている。 

 

 

令和５年１１月１７日 

 

福島市議会議長 様 

 

上記のとおり報告します。 

議会報告会  ４ 班  班長    沢井和宏     

 

 


